
 

博士後期課程 入学試験要項 

 

■ 募 集 人 員 等 
 

 

■ 入 学 試 験 日 程 
 

 

 

 

 

 

  

研 究 科 専 攻 
募 集 人 員 

修業年限 
1期 2 期 合計 

医 療 福 祉 学 

研 究 科 

医 療 福 祉 学 専 攻 若干名 若干名 3名 

3年 

臨 床 心 理 学 専 攻 若干名 若干名 2名 

保 健 看 護 学 専 攻 若干名 若干名 2名 

医 療 技 術 学 

研 究 科 

感 覚 矯 正 学 専 攻 若干名 若干名 2名 

リハビリテーション学専攻 若干名 若干名 2名 

健 康 科 学 専 攻 若干名 若干名 2名 

医 療 技 術 学 専 攻 若干名 若干名 2名 

医 療 福 祉 

マネジメント学 

研 究 科 

医療福祉マネジメント学専攻 若干名 若干名 2名 

試験種別 
出 願 期 間 

【消印有効】 
試 験 日 合 格 発 表 

入学手続き期間 

【消印有効】 

博 士 

後期課程 
 1 期 

2023年 8月 18日 ㈮  

～ 8月 25日 ㈮  
2023年 9月 6 日 ㈬  

2023年 9月 15日 ㈮  

午前 9時 

2023年 9月 15日㈮ 

～ 9月 22日㈮ 

博 士 

後期課程 
 2 期 

2024年 2月 5 日 ㈪ 

～ 2月 9 日 ㈮ 
2024年 2月 21日 ㈬  

2024年 2月 27日 ㈫  

午前 9時 

2024年 2月 27日㈫ 

～ 3月 4 日㈪ 
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■ 出 願 資 格

出願することのできる者は、次の各号のいずれかに該当する者とします。 

1. 修士の学位若しくは学校教育法第 104条第 1項に規定する文部科学大臣の定める学位を有する者及

び 2024年 3月末までにこれに該当する見込みの者

2. 外国において、修士の学位又は専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2024 年 3 月末まで

に授与される見込みの者

3. 外国の学校が行う通信教育における授業科目を我が国において履修し、修士の学位又は専門職学

位に相当する学位を授与された者及び 2024年 3月末までに授与される見込みの者

4. 我が国において、外国の大学院の課程を有するものとして当該外国の学校教育制度において位置

づけられた教育施設であって、文部科学大臣が指定するものの当該課程を修了し、修士の学位又は

専門職学位に相当する学位を授与された者及び 2024年 3月末までに授与される見込みの者

5. 文部科学大臣の指定した者 ※出願資格に該当する者は以下のとおり

※大学を卒業又は外国において学校教育における 16 年の課程を修了した後、大学、研究所等におい

て 2年以上研究に従事した者で、大学院において、当該研究の成果等により、修士の学位を有する

者と同等以上の学力があると認めた者

6. 2024 年 4 月 1 日現在で満 24 歳以上の者で、本大学院において、個別の入学資格審査により、修士

の学位又は専門職学位を有する者と同等以上の学力があると認めた者

※入学資格審査による受験を希望する者は事前に審査を受けていただく必要がありますので、期限ま

でに本学所定の入学資格認定申請書類を入試課に提出してください（詳細については 31頁参照）。

■ 出願に関する事前相談窓口

1．必ず事前に志望する専攻の担当者と連絡をとり、出願要件・研究計画などの内容について、十分

に確認・相談をしてください。 

2．電話番号：086-462-1111（代表）に電話し、専攻担当者の内線番号と用件を伝えてください。 

専攻別担当者・内線番号は、3頁をご確認ください。 

※担当者が不在の時は、電話をかけなおしていただく場合があります。あらかじめご了承ください。

■ 試験日・試験科目

博士後期 1 期：2023年 9 月 6 日 ㈬

博士後期 2 期：2024年 2 月 21日 ㈬

＊一部英語力を問う問題を含みます。 

■ 選 抜 方 法

筆記試験（専門科目）（100点）、口述試験（100点）及び出願書類等の審査結果を総合的に評価する。 

実 施 時 間 試 験 科 目 摘 要 

10：00～11：30（90分） 筆記試験（専門科目） 専攻分野に関連したもの 

12：00～ 口 述 試 験 主として専攻分野について個別に行う 

＊ 
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■ 出 願 期 間 
 

博士後期 1 期：2023年 8 月 18日㈮ ～ 8 月 25日㈮【消印有効】 

博士後期 2 期：2024 年 2 月 5 日㈪ ～ 2 月 9 日㈮【消印有効】 
 

■ 出 願 書 類 
 

本学所定の書類等は、ホームページ「入試情報」よりダウンロードしてください。 

 

(注) ※印の書類については、入学資格審査を通過した者は提出する必要はありません（1期・2期共通）。 

  

書 類 等 摘 要 

入学願書（●Ａ票） 
⚫ 本学所定の様式に必要事項を記入してください。記入にあたっては、 

42-45頁の『出願書類記入上の注意』を参照してください。 職歴、実務経験歴等 

記入書（●Ｂ票） 

入学検定料納入案内書 

（●Ｃ 票） 

⚫ 入学検定料振り込み後、写真票● Ｄ票（45頁参照）下部の所定箇所に、金

融機関収納印が押された「入学検定料振込通知書【大学院】＜②本人→

大学＞」を貼付してください。 

写真票（● Ｄ票） 

⚫ 無帽、背景無地、上半身正面向（縦 4 cm×横 3 cm）で 3 か月以内に撮影

したものを、写真票● Ｄ票（45頁参照）に貼付してください。裏面に志望

専攻、氏名を必ず記入してください。 

⚫ 下部の所定箇所に入学検定料振込通知書を貼付すること。 

受験票（●Ｅ票） 
⚫ 本学所定の様式に必要事項を記入し、所定の金額（344円）分の切手を貼

ってください（出願書類を持参する場合は、切手は不要です）。 

※修了（見込）証明書 

又は学位授与証明書 

⚫ 出身大学院等が作成した証明書を提出してください（本学研究科修士課

程出身者は不要です）。 

※成績証明書〈厳封〉 ⚫ 出身大学院等が作成し、厳封された証明書を提出してください。 

※修士論文 3部 

（ア～ウのいずれか） 

ア）出身大学院に提出した修士学位論文の写しを提出してください（本学

研究科修士課程出身者は不要です）。なお、修士学位論文提出以後の研

究業績を有する者は、業績一覧及び主たる論文を併せて提出してくださ

い。 

イ）出身大学院で修士論文の提出を求められなかった者は、そのことを証

明する書類及び上記ア）に替わる論文を提出してください。 

ウ）修士の学位を有しない者は、業績一覧及び主たる論文を提出してくだ

さい。 

・研究計画概要 

・研究計画書 

⚫ 研究計画概要（本学所定の様式）及びその研究計画書（ 3000字程度、A4

版、様式は自由）を提出してください。 

⚫ パソコン（Word等）での作成を可とします。 

宛名ラベル ⚫ 市販の角 2封筒（24cm×33.2cm）に貼って使用してください。 
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■ 出願手続き・方法 
 

出願書類を一括で取り揃え、入学検定料を納入のうえ、本学所定の宛名ラベルを貼付した角 2 封筒

（24cm×33.2cm）に入れて、郵便局窓口から必ず簡易書留速達【消印有効】で郵送してください。 

また、直接来学して手続きすることもできますが、その場合も入学検定料の振り込みは済ませてお

いてください。来学して出願手続きをする場合の大学窓口受付時間は、以下のとおりです。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 入学検定料及び納入方法 
 

 

■ 出 願 上 の 注 意 
 

1. 事前に志望する専攻の担当者と連絡をとってください（ 3頁参照）。 

2. 出願要件・研究計画などの内容について、十分に確認・相談をしたうえで出願してください。ま

た、社会人の方で「教育方法の特例措置」と「長期履修制度」の適用を希望する場合は、47頁をご

確認ください。 

3. 一度提出された出願書類及び納入された入学検定料は、返還（返納）いたしません。 

4. 受験票（●Ｅ票）に課程・志望研究科・専攻・氏名・性別を記入のうえ、所定の金額（344円）分の

切手を貼付し、志願者受験票受取先の住所・氏名を記入してください（来学して提出される場合は、

切手を貼付する必要はありません）。 

5. 受験票（●Ｅ票）は、出願書類受付後に返送します（来学して出願書類を提出された場合、受験票

はその場でお返しします）。万一、試験実施日の 3 日前になっても届かない場合は、入試課へお問い

合わせください。 

6. 来学して出願手続きをする場合は、あらかじめ入学検定料の振り込みを済ませておいてください。 

7. 出願資格において、卒業（修了）見込みで受験し合格した者が、2024 年 3 月末日までに卒業（修

了）できない等、入学資格の条件を満たさないことが判明した場合は、入学手続きを取り消します。 

 

 

 

  

窓口受付時間 
平 日 9：00～ 15：00 

土曜日 9：00～ 11：00 

日曜・祝日の受付業務は行いません。  

入学検定料 納 入 方 法 

35,000円 

1. 入学検定料は、振り込みに限ります。最寄りの金融機関（銀行・信用金庫・信用

組合・農業協同組合）の窓口をご利用ください。ただし、ゆうちょ銀行では取り扱

いできません。 

2. 入学検定料納入案内書●Ｃ 票①～③に必要事項を記入し、切り離さずに金融機関に

持参してください。振込依頼書には志願者本人の氏名を記入してください。 

3. 振り込み後、●Ｃ 票①・②（44頁参照）に取り扱い金融機関の収納印があることを

確認してください。なお、●Ｃ 票①は領収書となりますので切り離して大切に保管し

てください。 
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■ 受験上の配慮希望について 
 

障がい等の理由で受験に際し特別な配慮を必要とする場合は、事前に入試課に連絡のうえ、出願期

間開始の 3週間前までに必要書類を提出してください。詳細は本学ホームページ・入試情報内の「受験

上の配慮希望について」をご確認ください。 

 

■ 合 格 発 表 
 

博士後期 1 期：2023年 9 月 15日 ㈮  午前 9時 

博士後期 2 期：2024年 2 月 27日 ㈫  午前 9時 

合格発表は、本学ホームページ（https://w.kawasaki-m.ac.jp）のみで行います。合格者には「合

格通知」及び「学費・諸会費の振込用紙」、入学手続きに必要な「手続きに関するご案内」を本人あ

てに簡易書留速達で郵送します。合格者以外には通知しません。 

合格者の辞退等により入学予定人数に達しなかった場合は、電話により追加合格の連絡を行うこと

があります。 

(注)1. 合格発表は本学ホームページで行います。受験番号（ 8桁）及び誕生月日（ 4桁）を入力する

と合否の確認ができます。 

2. 合否についての電話・郵便等による問い合わせには、一切応じられません。 

 

■ 入 学 手 続 き 
 

博士後期 1 期：2023年 9 月 15日㈮ ～ 9 月 22日㈮【消印有効】 

博士後期 2 期：2024年 2 月 27日㈫ ～ 3 月 4 日㈪【消印有効】 
 

1. 入学手続きにつきましては、合格通知とともに送付する「手続きに関するご案内」に従い、入学

手続き期間内に手続きを完了してください。期間内に入学手続きを完了しない場合は、入学辞退と

して取り扱います。 

(注) 入学金等の振り込みのみでは、入学手続きが完了したことにはなりません。 

2. 入学手続き期間内に納入金を納め、入学手続きに必要な書類を簡易書留速達【消印有効】で郵送

してください。なお、大学窓口での納入金受付業務は行いません。 

3. 入学手続きに必要な書類は以下のとおりです（①、③～⑤については所定の書類等を本学ホーム

ページよりダウンロードしてください）。 

① 入学届及び誓約書 

② 学費・諸会費振込証明書（各 1枚） 

③ 身元保証書 

④ 住民票記載事項証明書 

⑤ 入学手続完了通知  
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■ 2024年度学費等

(1) 学費（入学金を含む）

（単位：円） 

① 初年度は上記の学費が必要になります。授業料及び教育充実費は入学手続き時と 9月の分納で、入

学手続き時には入学金及び授業料・教育充実費の半額〔上記（ ）内の金額〕及び（2）諸会費の合

計金額を納入してください。

ただし、本学大学院修士課程修了者は入学金が免除されます。 

② 1 年次秋学期以降の学費は入学金を除く金額で、年 2 回（4 月と 9 月）の分納となります。詳細

は本学ホームページ「大学案内-学費等-大学院-学費等の納入方法について」 をご確認ください。

③ 入学手続き時の学費納入は、合格通知とともに送付する振込用紙を使用してください。

④ 上記一覧表の金額以外に、実験・実習に関する費用を別に負担していただく場合があります。

(2) 諸会費

入学手続き時に、諸会費として以下の費用を納入してください。（各研究科・専攻共通） 

（単位：円） 

■ 入 学 辞 退

入学金等納入後に入学を辞退する場合は、2024 年 3 月 31 日㈰まで（博士後期 1期・博士後期 2期共

通）に所定の入学辞退届を入試課へ提出すれば、入学金以外の納入金を返納します。ただし、3 月 30

日㈯12:30以降の持込については、本学 1階の防災センターに持参してください。 

区 分 
入学金 

（入学時のみ） 

授業料/年 

（分納金額） 

教育充実費/年 

（分納金額） 

納入金合計/年 

（入学手続き時納入金額） 

全研究科・専攻 200,000 
400,000 

（200,000） 

300,000 

（150,000） 

900,000 

（550,000） 

内 訳 金 額 摘 要 

協助会費 22,500 7,500×3年分 

合 計 22,500 
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■ 入学資格審査（博士後期 1期・博士後期 2期共通） 
 

出願資格 6.（26頁参照）により出願を希望する者は、出願に先立ち入学資格審査を行うため、次の

申請書類を入試課へ提出してください。本審査を通過した者に各専攻への出願資格を認めます。 

 

(1) 申請期限 

審査を受ける者は、以下（2）の申請書類を入学資格認定申請期限までに入試課へ提出【当日必

着】してください。 

入学資格審査結果は、出願開始日までに申請者あてに郵便で通知します。入学資格審査通過者は、

本試験の出願期間に出願書類（27頁参照）を提出してください。 

 

 

 

 

 

 

(2) 申請書類 

 

※本学所定の書類については、本学ホームページ「入試情報－大学院入学資格の個別審査」より 

ダウンロードできます。 

 

(3) 入学検定料 

入学資格審査における入学検定料は不要です。入学資格審査を通過し、本試験に出願する志願者

のみ入学検定料を納入してください。 

 

(4) 申請上の注意 

・申請期限までにすべての書類を揃えてください。申請書類に不備がある場合は受理できません。 

・郵送する場合は、封筒の表に「入学資格申請」と朱書し、必ず簡易書留速達で郵送してください。 

・ 1期において入学資格の認定を受けた者は、当該認定を受けた専攻については、2期において再

度入学資格審査を申請する必要はありません。 

 

(5) 申請先 

川崎医療福祉大学 入試課 

〒701-0193岡山県倉敷市松島 288（☎ 086-464-1004） 
  

 入学資格認定申請期限 

博士後期 1期 2023年 7月 13日㈭ 【当日必着】 

博士後期 2期 2024年 1月 4 日㈭ 【当日必着】 

書 類 等 摘 要 

※ 入 学 資 格 認 定 申 請 書 
⚫ 本学所定の用紙を使用してください。 

⚫ 学歴は高等学校卒業から記入してください。 

※入学資格認定申請理由書 ⚫ 本学所定の用紙を使用してください。 

※ 教 育 研 究 業 績 一 覧 ⚫ 本学所定の用紙を使用してください。 

卒 業 （ 修 了 ） 証 明 書 ⚫ 出身学校等の学校長等が作成したものを提出してください。 

成 績 証 明 書 〈 厳 封 〉 
⚫ 出身学校等の学校長等が作成し、厳封したものを提出してくださ

い。 

免 許 状 の 写 し 
⚫ 各専攻において、入学資格審査に係る各種免許状の写しを提出し

てください。 
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2024年度の教育課程の概要を次頁から掲載しています。 

 

授業科目の内容及び担当教員は、本学ホームページ

（https://mwweb.kawasaki-m.ac.jp/syllabus/）に掲載して

いますので、そちらをご覧ください。  

【博士後期課程各研究科・専攻】 

教育課程の概要 
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【医療福祉学研究科医療福祉学専攻】

必 修 選 択

医 療 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2

社 会 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2

地 域 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2

精 神 医 学 特 殊 講 義 1 2

公 衆 衛 生 学 特 殊 講 義 1 2

産 業 保 健 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2

人 間 行 動 学 特 殊 講 義 1 2

医 療 人 類 学 特 殊 講 義 1 2

地 域 保 健 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2

医 療 福 祉 施 設 運 営 特 殊 講 義 1 2

社 会 政 策 ・ 社 会 保 障 特 殊 講 義 1 2

医 療 福 祉 制 度 特 殊 講 義 1 2

海 外 福 祉 事 情 特 殊 講 義 1 2

障 害 者 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2

高 齢 者 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2

児 童 ・ 家 族 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2

地 域 医 療 福 祉 実 践 特 殊 講 義 1 2

発達障害児（ 者） 医療 福祉 実践 特殊 講義 1 2

1～3 12医 療 福 祉 学 特 殊 研 究

授　業　科　目
単 位 数

修了要件・特殊講義 4 単位以上（ 2 科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修
得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
・主指導教員の担当する特殊講義 2 単位、及び特殊研究12単位を必ず履修すること。
・特殊研究は、 1 年次から 3 年次にかけて連続して履修し、12単位を修得すること。
・履修する特殊講義（ 2 科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している必要は
ない。

・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要件単位
に加えることができる。

研究
分野

配 当
年 次

理

論

研

究

運
営
･
シ
ス
テ
ム
研
究

実

践

研

究
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【医療福祉学研究科臨床心理学専攻】

必 修 選 択

認 知 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

言 語 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

社 会 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

障 害 臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

家 族 臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

教 育 臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

人 格 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

生 理 心 理 学 特 殊 講 義 1 2

臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 Ⅰ 1 2

臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 Ⅱ 1 2

臨 床 心 理 学 特 殊 講 義 Ⅲ 1 2

1～3 12

研究
分野

配 当
年 次

授　業　科　目

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
・主指導教員の担当する特殊講義 2 単位、及び特殊研究12単位を必ず履修すること。
・特殊研究は、 1 年次から 3 年次にかけて連続して履修し、12単位を修得すること。
・履修する特殊講義（ 2 科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している必要は

ない。
・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要件単位
に加えることができる。

臨
床
関
連

研
究

臨 床 心 理 学 特 殊 研 究

単 位 数

修了要件・特殊講義 4 単位以上（ 2 科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修
得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

基
礎
理

論
研
究

基

礎

関

連

研

究
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【医療福祉学研究科保健看護学専攻】

必 修 選 択

基 礎 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

基 礎 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

ウ ィ メ ン ズ ヘ ル ス 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

小 児 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

小 児 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

成 人 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

成 人 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

高 齢 者 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

高 齢 者 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

在 宅 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

在 宅 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

精 神 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

精 神 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

公 衆 衛 生 看 護 学 特 殊 講 義 1 2

公 衆 衛 生 看 護 学 特 殊 研 究 1～3 12

医 療 福 祉 学 特 殊 講 義 1 2

看 護 統 計 学 特 殊 講 義 1 2

研
究
支
援

科
目

修了要件・特殊講義 4 単位以上（ 2 科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修
得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
・主指導教員の担当する特殊講義 2 単位、及び特殊研究12単位を必ず履修すること。
・特殊研究は、 1 年次から 3 年次にかけて連続して履修し、いずれか 1 分野の12単位
を修得すること。

・履修する特殊講義（ 2 科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している必要は
ない。

・研究支援科目研究分野の特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、 2 単
位を上限にその修得単位を修了要件に加えることができる。

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単 位 数

発

達

期

看

護

学

研

究

包
括
的
地
域
看
護
学
研
究
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【医療技術学研究科感覚矯正学専攻】

必 修 選 択

視 覚 臨 床 生 理 学 特 殊 講 義 1 2

視 覚 臨 床 病 理 学 特 殊 講 義 1 2

視 能 矯 正 ・ 訓 練 学 特 殊 講 義 1 2

臨 床 視 能 矯 正 学 特 殊 講 義 1 2

言 語 聴 覚 生 理 学 特 殊 講 義 1 2

医 療 言 語 聴 覚 学 特 殊 講 義 1 2

臨 床 言 語 聴 覚 学 特 殊 講 義 1 2

音 声 言 語 病 理 学 特 殊 講 義 1 2

言 語 発 達 障 害 学 特 殊 講 義 1 2

臨 床 感 覚 病 理 学 特 殊 講 義 1 2

高 次 脳 機 能 学 特 殊 講 義 1 2

高 次 脳 機 能 局 在 学 特 殊 講 義 1 2

感 覚 矯 正 学 特 殊 講 義 1 2

感 覚 解 剖 学 特 殊 講 義 1 2

1～3 12

感
覚
高
次
脳

機
能
学
研
究

感 覚 矯 正 学 特 殊 研 究

修了要件・特殊講義   4  単位以上（  2  科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修
得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
・主指導教員の担当する特殊講義    2    単位、及び特殊研究12単位を必ず履修すること。
・特殊研究は、1 年次から   3   年次にかけて連続して履修し、12単位を修得すること。
・履修する特殊講義（  2  科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している必要は
ない。

・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要件単位
に加えることができる。

・特殊講義は、「感覚高次脳機能学研究」分野から  1  科目を必ず選択すること。

言
語
聴
覚
学
研
究

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単 位 数

視
能
矯
正
学

研
究
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【医療技術学研究科リハビリテーション学専攻】

必 修 選 択

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 殊 講 義 1 2

運 動 学 特 殊 講 義 1 2

障 害 回 復 学 特 殊 講 義 1 2

障 害 代 償 学 特 殊 講 義 1 2

理 学 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅰ 1 2

理 学 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅱ 1 2

作 業 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅰ 1 2

作 業 療 法 学 特 殊 講 義 Ⅱ 1 2

1～3 12

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
・主指導教員の担当する特殊講義 2 単位、及び特殊研究12単位を必ず履修すること。
・特殊研究は、 1 年次から 3 年次にかけて連続して履修し、12単位を修得すること。
・履修する特殊講義（ 2 科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している必要は

ない。
・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要件単位
に加えることができる。

研究
分野

配 当
年 次

授　業　科　目
単 位 数

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ

ン

学

基

礎

研

究

作
業
療
法

学

研

究

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 特 殊 研 究

理
学
療
法

学

研

究

修了要件・特殊講義 4 単位以上（ 2 科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修
得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。
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【医療技術学研究科健康科学専攻】

必 修 選 択

運 動 生 理 学 特 殊 講 義 1 2

運 動 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2

生 涯 ス ポ ー ツ 医 学 特 殊 講 義 1 2

健 康 免 疫 学 特 殊 講 義 1 2

身 体 運 動 学 特 殊 講 義 1 2

健 康 管 理 学 特 殊 講 義 1 2

臨 床 栄 養 学 特 殊 講 義 Ⅰ 1 2

臨 床 栄 養 学 特 殊 講 義 Ⅱ 1 2

高 齢 者 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2

病 態 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2

健 康 教 育 学 特 殊 講 義 1 2

食 品 栄 養 学 特 殊 講 義 1 2

食 品 生 化 学 特 殊 講 義 1 2

栄 養 微 生 物 学 特 殊 講 義 1 2

栄 養 生 理 学 特 殊 講 義 1 2

食 品 衛 生 学 特 殊 講 義 1 2

1～3 12

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単 位 数

修了要件・特殊講義 4 単位以上（ 2 科目以上）及び特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修
得し、必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
・主指導教員の担当する特殊講義 2 単位、及び特殊研究12単位を必ず履修すること。
・特殊研究は、 1 年次から 3 年次にかけて連続して履修し、12単位を修得すること。
・履修する特殊講義（ 2 科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している必要は
ない。

・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要件単位
に加えることができる。

運
動
科
学
研
究

保
健
学
研
究

栄
養
学
研
究

健 康 科 学 特 殊 研 究
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【医療技術学研究科医療技術学専攻】

必修 選択

医 療 技 術 学 特 殊 講 義 1 2

英 語 論 文 特 殊 講 義 1 2

英語プレゼンテーション特殊講義 1 2

先 端 医 学 研 究 特 殊 講 義 1 2

臨 床 工 学 特 殊 講 義 1 2

先 進 医 療 学 特 殊 講 義 1 2

先 端 医 療 機 器 学 特 殊 講 義 1 2

医 療 安 全 学 特 殊 講 義 1 2

生体情報システム工学特殊講義 1 2

生 体 機 能 解 析 学 特 殊 講 義 1 2

高次生理機能解析学特殊講義 1 2

臨 床 化 学 分 析 学 特 殊 講 義 1 2

臨床検査情報解析学特殊講義 1 2

分 子 病 態 解 析 学 特 殊 講 義 1 2

組 織 ・ 細 胞 解 析 学 特 殊 講 義 1 2

感 染 防 御 学 特 殊 講 義 1 2

画 像 情 報 理 工 学 特 殊 講 義 1 2

放 射 線 計 測 管 理 学 特 殊 講 義 1 2

放射線画像検査技術学特殊講義 1 2

医用画像検査技術学特殊講義 1 2

放 射 線 治 療 技 術 学 特 殊 講 義 1 2

1～3 12

研究
分野

授　　業　　科　　目
＜臨床工学研究コース＞単　位

医
療
技
術
学
基
礎
研
究

臨
床
工
学
研
究

配当
年次

＜診療放射線技術学研究コース＞

臨
床
検
査
学
研
究

診
療
放
射
線
技
術
学
研
究

医 療 技 術 学 特 殊 研 究

修了要件
・医療技術学基礎研究より 2 単位以上
（必修 2 単位）、臨床工学研究より研
究指導を受ける教員の担当する特殊
講義を 2 単位以上、研究指導を受け
る教員の担当する医療技術学特殊研
究の必修12単位、合計16単位以上を
修得の上、博士論文を作成し、最終
試験に合格すること。

履修方法
・指導教員の指導を受け、授業科目を

選択し、所定の単位を修得すること。
・医療技術学特殊研究は、 1 年次から

3 年次にかけて連続して履修し、12
単位を修得すること。

修了要件
・医療技術学基礎研究より 2 単位以上
（必修 2 単位）、臨床検査学研究より
研究指導を受ける教員の担当する特
殊講義を 2 単位以上、研究指導を受
ける教員の担当する医療技術学特殊
研究の必修12単位、合計16単位以上
を修得の上、博士論文を作成し、最
終試験に合格すること。

履修方法
・指導教員の指導を受け、授業科目を

選択し、所定の単位を修得すること。
・医療技術学特殊研究は、 1 年次から

3 年次にかけて連続して履修し、12
単位を修得すること。

修了要件
・医療技術学基礎研究より 2 単位以上
（必修 2 単位）、診療放射線技術学研
究より研究指導を受ける教員の担当
する特殊講義を 2 単位以上、研究指
導を受ける教員の担当する医療技術
学特殊研究の必修12単位、合計16単
位以上を修得の上、博士論文を作成
し、最終試験に合格すること。

履修方法
・指導教員の指導を受け、授業科目を

選択し、所定の単位を修得すること。
・医療技術学特殊研究は、 1 年次から

3 年次にかけて連続して履修し、12
単位を修得すること。

＜臨床検査学研究コース＞
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【医療福祉マネジメント学研究科医療福祉マネジメント学専攻】

必 修 選 択

医 療 福 祉 マ ネ ジ メ ン ト 学 特 殊 講 義 1 2

ヘ ル ス デ ー タ サ イ エ ン ス 特 殊 講 義 1 2

医 療 情 報 管 理 学 特 殊 講 義 1 2

医 療 情 報 シ ス テ ム 学 特 殊 講 義 1 2

生 体 シ ス テ ム 工 学 特 殊 講 義 1 2

生 体 情 報 工 学 特 殊 講 義 1 2

国 際 医 療 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク 特 殊 講 義 1 2

医 用 画 像 工 学 特 殊 講 義 1 2

福 祉 情 報 工 学 特 殊 講 義 1 2

非 線 形 科 学 特 殊 講 義 1 2

応 用 数 値 解 析 特 殊 講 義 1 2

数 値 解 析 特 殊 講 義 1 2

応 用 解 析 特 殊 講 義 1 2

1～3 12

1～3 12

医 療 情 報 学 特 殊 研 究

医 療 福 祉 マ ネ ジ メ ン ト 学 特 殊 研 究

修了要件・特殊講義  4  単位以上（  2 科目以上）及び「医療情報学特殊研究」「医療福祉マネジ
メント学特殊研究」のいずれかの特殊研究12単位以上の合計16単位以上を修得し、
必要な研究指導を受けた上、博士論文の審査及び最終試験に合格すること。

履修方法・指導教員の指導を受け、授業科目を選択し、所定の単位を修得すること。
・主指導教員の担当する特殊講義       2    単位、及び特殊研究12単位を必ず履修すること。
・特殊研究は、1 年次から   3  年次にかけて連続して履修し、12単位を修得すること。
・履修する特殊講義（ 2 科目以上）は、必ずしも同一の研究分野に属している必要は

ない。
・特殊講義は、他研究科・他専攻の開講科目を履修し、その修得単位を修了要件単位
に加えることができる。

数
理
・
電
子
情
報
研
究

研究
分野

授　業　科　目
配 当
年 次

単 位 数

診
療
・
生
体
情
報
研
究
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